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　３年で初めて学習する除法に等分除と包含除があります。３年の子どもに指導する用語としては

難しすぎるので、教科書などでは、等分除を「１人分をもとめる計算」、包含除を「何人分をもと

める計算」のように表現しています。実際の学習では、子どもたちは、例えば次のような、より具体的で代

表的な場面をとおして理解します。

A

　それでは、「個別最適な学び」を実現するために、
「子どもの視点」から算数授業を考えましょう。
　具体的には、興味や関心等に応じて、子ども一人
ひとりが算数に取り組む授業です。子どもの発達の
段階を考えて、
次頁から以下
の２つに分け
て具体例を紹
介します。

　題して、「一人ひとりの子どもを主語にする算数
授業」です。

　「算数授業のススメ」VOL.1でも触れましたが、
2021年1月に、中央教育審議会は「『令和の日本
型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たち
の可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的
な学びの実現～」を答申しました。これは、現行
の学習指導要領のもとで、2020年代を通じて各学
校が実現すべき教育の在り方を示したものです。
　今回は、ここで打ち出され「個別最適な学び」
について、算数の授業でどのように実現させるか
を考えてみましょう。

　

　これまでの日本の学校教育でも、「個に応じた
指導」が大切にされてきました。
　今回の答申の「個別最適な学び」は、これまで
の「個に応じた指導」を、学習者の視点から整理
した概念とされています。つまり、「先生の視
点」とともに、「子どもの視点」で教育を考える
ことが、より一層求められているのです。

CD33610

日文 教授用資料

令和4年（2022年）9月5日発行

算数授業　お悩み●の
どう
指導すれば

いいの？

vol.5●算数授業 の

Q&A
「こんなときどう教えればいいの？」
「授業のここでいつも悩む。」……

 そんな算数に関する現場の先生の疑問やお悩みにお答えします！
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本資料は、一般社団法人教科書教
会「教科書発行者行動規範」に則り、
配布を許可されているものです。
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●
わかる！できる！つなげる！いかす♪
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「個別最適な学び」を実現する算数授業

「子どもの視点」で教育を考える
✓ 一人ひとりの子どもが

取り組みたい活動を楽しむ（下学年）

✓ 一人ひとりの子どもが

解決したい課題を粘り強く考える（上学年）

　さらには、右のような図によっ

て、等分除と包含除の場面は同

じ操作と見ることができます。こ

のことから、違う場面を同じ除法

で表せるということを理解するこ

とも必要です。

等分除と包含除は何が違うのですか？ Q

DさんCさんBさんAさん

１２このおかしを、
４人で同じ数ずつ分けます。
１人分は何こになリますか?

等分除

１２このおかしを、
１人に４こずつ分けます。
何人にわけられますか。

包含除

長方形
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具体例を
みていきましょう！

小さい数からつくった方が簡単そう。

６個入りのチーズの箱を思い出したから、
６の段をつくろう。

３の段と４の段からつくれる7の段から始めよう。

いろいろなものの重さをはかってみましょう。

見当をつけてから、重さをはかってたしかめましょう。

問題

●対角線をひいて２つの三角形に分けた。

●合同な台形を２つあわせて平行四辺形にした。

●台形AEFDを動かして、平行四辺形を作った。

A

B C

D
ころがる形を
使って…。

細長い形を
使って…。

A

B C

D

A

E F H

B C G

D

じてん

クレヨン

セロハンテープ

バスケットボール

1kg

見当をつけた
重さ

じっさいの
重さ

重さしらべ

【６年生の登校時刻 】
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　そこで、このグループは、校門で６年生の登校時刻を
チェックしデータを集めることにしました。１回目は、
階級幅を10分間にしてデータをプロットしましたが、
１つの階級に多くの人数が入ったり、逆に人数のない階
級ができたりしてうまくいきません。そこで、データ収
集の方法を考え直し、素データとして一人ずつ何時何分
と記録し、度数分布表を作る際にうまく散らばる階級の
幅を考えたのです。その結果から、下のような「６年生
の登校時刻」のヒストグラムができました。

　この結果から、「６年生の登校時刻は８時20分から
25分までが一番多くて、全体の20.4%に当たる。案外、
８時30分（始業）ぎりぎりに登校してくる人が多いこ
とがわかる。もう少し早く登校するように心がけた方が
よい。」と結論しました。
　平成29年告示の学習指導要領のＤ領域「データの活
用」では、統計的な問題解決の最初の段階を「身の回り
の事象について、興味・関心や問題意識に基づき統計的
に解決可能な問題を設定する」としています。このグ
ループは、まさに、自分たちの切実な問題意識からこの
課題を設定しました。そして、解決に粘り強く取り組み、
「個別最適な学び」を実現したといえます。
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Point!

ここがポイント！

上学年では、一人ひとりの子どもが、
既習事項や、身の回りの生活から解
決したい算数の課題を設定する。

設定した課題に粘り強く取り組むことによっ
て、「個別最適な学び」を実現する。

粘り強い取り組みの際には、子どもどうしや
先生も含めた「協働的な学び」が必要。

Point!

ここがポイント！

個別に学んだ内容を、子どもどうしで学び合
う「協働的な学び」も大切。

下学年では、一人ひとりの子どもが取り組み
たい算数の活動を楽しみ、「個別最適な学
び」を実現する。

　まず、下学年（１、２、３年）の算数で「個別最適な
学び」を考えてみましょう。

　就学前の子どもたち
は、遊びや生活の中から、
数量や形についての基
礎的な経験をします。
　１年の算数は、この
ような幼児の経験をも
とに始まりますので、
個々の子どもが自分の
好きな活動をし、そこ
でわかったことをまと
める学習が多くありま
す。右のような、図形
領域の最初の単元であ
る「かたちづくり」は、その典型です。自分が好きなも
のをつくることから算数を学習するのですから、「個別
最適な学び」を実現しているといえるでしょう。もちろ
ん、自分の活動だけに終始するのではなく、自分以外の
子どもの経験からも学ぶ「協働的な学び」が必要です。

　算数の学習が進んでくると、単元の前半は、先生から
の提示で始まる一斉授業によって、基礎的・基本的な知
識・技能や、数学的な見方・考え方を学びます。その後、
これらを使って子どもが新しい算数をつくりだしていく
ことが大切になってきます。
　VOL.４で取り上げた、２年「かけ算九九」はその典
型です。つまり、後半の学習は、前半の２、５、３、４
の段で学習したかけ算の性質を使って、新しい６、７、
８、９の段の九九を子ども自身がつくっていく学習にな
ります。その際、一人ひとりの子どもが、使いたいかけ
算の性質を使って学習を進め、「個別最適な学び」を実
現できます。
　さらに、後半の学習は、６の段→７の段→８の段→９
の段の順に学ぶのが普通ですが、どの段から取り組むか
　　

生活の中で調べたいものを見つける

好きな活動から学習を始める

既習事項を使う学習を選ぶ

既習事項を使って解決したい課題に取り組む
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一人ひとりの子どもが解決したい課題を粘り強く考える
（ 上学年 ）

一人ひとりの子どもが取り組みたい活動を楽しむ
（ 下学年 ）

を一人ひとりの子どもに選択させることもできます。　
このような展開にするとき、つくる段を選択する理由を
明確にして学習に取り組ませるようにしましょう。例え
ば、下のような理由が考えられます。

　このような「個別最適な学び」にも、子どもどうしや
先生も含めて、九九をつくる方法を学び合う「協働的な
学び」を加えて展開できるでしょう。

　VOL.４で述べた『子どもの生活に「広げる」』は、
子どもが調べたいものを見つけて学習していくので、
「個別最適な学び」が実現できます。特に下学年では、
測定領域で「長さ」「水のかさ」「重さ」を学ぶので、
見つけたものの量を測定したり、必要な量感を養ったり
する学習が展開できます。

　上学年（４、５、６年）では、一人ひとりの子どもが、
学習内容を自分の課題として捉えることが必要になって
きます。

　５年で台形の面積を
学びます。一般の四角
形に近い図形ですが既
習事項を様々使えそう
なので、子どもたちに
とっては「面積をもと
めてみたい」という意
欲のわく課題です。し
たがって、一人ひとり
の子どもが、右のよう
な方法を考えて求積に
取り組む「個別最適な
学び」が実現します。
　その後、一人ひとりの子どもが、自分の方法を言葉、
図、式などで表現して、自分以外の子どもに説明する学
び合いが必要です。自分が、その方法を考えた理由も述
べられると、なおよいでしょう。
　さらに、これまでの図形と同じように、一つの求積公
式としてまとめたいという課題に取り組めます。ただし、
これまでの図形の公式より式が複雑になるので、式変形
は小学生にとっては困難な部分もあります。図と対応さ
せながら、先生の支援も含めて、やはり「協働的な学
び」が大切です。

　ずいぶん前の話になって恐縮ですが、筆者が担任した
６年生は、「最高学年なのに、学校に来るのが遅い」と
周りから批判されることがありました。なかには、「私
は毎日早く登校しているのに、おかしい！」と言う子ど
ももいました。そこで、「資料の整理」の学習でグルー
プごとに身の回りにあるデータを調べる際に、１つのグ
ループが「６年生の登校時刻を調べてみよう」という課
題を設定しました。

身の回りの生活で解決したい課題に取り組む


